An Analysis of Tsuchida Bakusen’s European Study Tour by 豊田 郁 & Toyota Fumi
土田麦僊の欧州遊学をめぐって
著者 豊田 郁
雑誌名 文化交渉 : Journal of the Graduate School of
East Asian Cultures : 東アジア文化研究科院生論
集
巻 5
ページ 43-63
発行年 2015-11-01
その他のタイトル An Analysis of Tsuchida Bakusen’s European
Study Tour
URL http://hdl.handle.net/10112/10016
43
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Abstract
	 Tsuchida	Bakusen	undertook	a	study	tour	of	Europe	for	approximately	two	
years,	 from	1921	to	1923.This	study	tour	greatly	 influenced	Bakusen	 in	his	work	
as	 a	 painter.	 His	 style	 of	 art	 changed	 greatly	 after	 his	 European	 experience,	
therefore	when	considering	Bakusen’s	works	 it	 is	necessary	to	take	 into	account	
these	 influences.	Much	of	 the	correspondence	Bakusen	sent	 from	Europe	 to	his	
wife	Chiyo	and	younger	brother	Kyouson	 is	still	extant.	 In	this	paper	I	arrange	
these	 letters	 in	 order,	 and	 analyse	 them	 in	 order	 to	 gain	 an	 insight	 into	
Bakusen’s	European	sojourn	and	the	 influence	 it	played	on	his	art.	
Keywords：	欧州遊学、土田麦僊、イタリア・ルネサンス、フランス近代美術、コレ
クション
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 5号44
はじめに
　土田麦僊は、1921（大正10）年から1923（大正12）年の約 2年間、欧州遊学を行った。この
欧州遊学は、麦僊の画業において重要な意義をもっている。欧州遊学の前後で、麦僊の画風は
大きく変化しており、日本画の装飾性と西洋画の写実性を融合した「新しい日本画」を創りあ
げたと評価される《舞妓林泉図》や《大原女》における独自の表現は、欧州遊学の経験によっ
て生み出されたものと考えられる。そのため、欧州遊学時の麦僊について考察することは、麦
僊の画業を考察するうえで不可欠な作業である。
　麦僊のヨーロッパからの書簡については、妻千代や弟杏村などに送られたものが多く残され
ている。それらは、長女である辻鏡子氏のもとに集められ、後に、大須賀潔氏のもとに預けら
れていたものを、田中日佐夫氏が整理、解読され、「土田麦僊渡欧書簡―妻・千代宛封書―」
（『美學美術史論集』 6、pp.43－278、1987年）、「土田麦僊渡欧書簡―妻・千代宛絵葉書―」
（『美學美術史論集』 7、pp.43－151、1988年）として公刊された。
　本論文では、これらの封書、絵葉書をもとに、麦僊がどこへ訪れ、どの作家のどのような作
品を見たのか、また、それらに対してどのようなコメントを残していたのか、ということを改
めて整理する。分析の視点として、美術館や画廊で得たもの、コレクション、現地での作品制
作の三点を設け、麦僊が欧州遊学時に実見した作品から得たもの、コレクションとして購入し
たものと購入したかったもの、それらを活かそうとする試みについての考察を通じて、欧州遊
学の成果を明らかにしたい。
　第一章では、現地で得たものを分析する。特に、イタリア旅行を中心として、ルネサンス期
の絵画を実見した麦僊が、これらの絵画から何を得て、何を学ぼうとしたのか、改めて考察す
る。特に、「空想の美」と、それを表現するための「色彩」といった観点から検討する。また、
1922（大正11）年パリのグラン・パレで開催された日仏交換美術の展覧会に着目し、ヨーロッ
パで見た日本美術が、麦僊にどのように映ったのか、渡欧前との芸術観の変化を明らかにする。
　第二章では、コレクションについて分析する。パリで購入した、フランス近代美術のコレク
ションについて、その過程と意図を分析する。また、これまで明らかにされてこなかった、購
入したかったけれど購入出来なかったものに着目し、作家、作品に対する意見・感想を整理す
ることで、コレクションから麦僊の芸術観を明らかにする。
　第三章では、《ヴェトイユ風景》《巴里の女》を中心として、遊学時に制作した作品を分析す
る。《ヴェトイユ風景》を中心とした風景画は「色彩」の試み、《巴里の女》に代表される人物
画は「デッサン」の試みであると考え、両作品を中心として、制作過程、意図を検討する。
　これらの三つの側面から、麦僊の欧州遊学を改めて検討したい。
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一、欧州遊学で得たもの―イタリア旅行を中心に
1 ．イタリアで得たもの
　本章では、麦僊がヨーロッパで実見した西洋美術について、何に関心をもち、どこに着目し
ていたのかを再考する。まず、欧州遊学の行程について、簡単に述べる。1921（大正10）年、
10月 4日賀茂丸にて神戸を出航。11月 9日スエズに着き、カイロでピラミッド、スフィンクス
を見学した。11月16日マルセイユ着。アヴィヨン、リヨンを見た。11月18日パリ着。田中善之
助の案内で、オテル・ビッソンに投宿する。ルーヴル美術館、リュクサンブール美術館、プチ・
パレ等を見学した。1922（大正11）年 1月 9日－ 2月 9日イタリアへ旅行し、途中、カーニュ郊
外のルノワール邸を訪ね、次男のジャンの案内で多くの遺作を見せてもらい、庭で写生する。
3月14日－ 3月21日スペイン旅行。 3月27日－ 4月 3日英国旅行。 4月13日－ 9月末ヴェトイユに
滞在し、風景画を制作した。10月ドイツ、オランダ、ベルギー旅行。11月パリに戻り、人物画
の研究を始め、《巴里の女》制作のための準備にかかる。1923（大正12）年 3月21日帰国の途に
就き、 5月 1日神戸に帰着した。帰国後、 5月19日から22日にかけて、パリ滞在中に買い集め
たコレクションを自宅にて展覧した。
　これらの欧州遊学の行程のうち、本章では、パリとイタリアを中心として、麦僊が実見した
作品、そこから得たものについて検討する。麦僊の関心は、フランスでは同時代の作家も含む
近代の美術に、イタリアではルネサンス期の美術に向かった。特に、「色彩」「空想の美」に着
目する。
　まず読み取れるのは、麦僊が日本の洋画家たちの制作について、「印象派の模倣」（封書五　 1
月 7日夜）「印象派以後の作品と同じもの」（封書六　 1月 8日夜）とみなし、疑問を持ってい
たことである。それらは「表面描写にもう行く処迠行つて居る」（封書六）と述べた麦僊は、日
本画はもっと「生命力のある楽しむだ深いもの」「精神」を表現しなければならないと強調して
いる。ただし、ここで述べられている精神とは、人物の感情や画家の個性の主張といった意味
での精神ではなく、むしろ人間生活の深くにあるものと捉える方が適切であると思われる。こ
れらの書簡から読み取れるように、欧州遊学中の麦僊の制作意識は、あくまで日本画家として
印象派の模倣ではなく、「生命力」「精神」を表現することにあった。そのため、西洋美術に対
して、同時代の洋画家たちとは異なる、日本画家としての自身の方向性、日本絵具を用いた制
作に活用できる表現を求めていたと考えられる。
　このような意識を持って臨んだイタリア旅行は、麦僊の以後の制作を決定づけたといえるで
あろう。イタリアへ旅行したのは、1922年（大正11） 1 月 9 日から 2 月 9 日の約 1 ヶ月間で、
ローマ、ナポリ、フィレンツェ、ベニス、ミラノを巡った。この間に、レオナルド・ダ・ヴィ
ンチ（Leonardo	da	Vinci	1452－1519）、ラファエロ（Raffaello	Sanzio	1483－1520）、ミケランジ
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ェロ（Michelangelo	di	Lodovico	Buonarroti － Simoni	1475－1564）、フラ・アンジェリコ（Fra	
Angelico	1387－1455）、ペルジーノ（Perugino	1488頃－1523）、ジョット（Giotto	di	Bondone	
1266/1267－1337）、マンテーニャ（Andrea	Mantegna	1431－1506）等、様々な作家の作品を実
見しているが、ダ・ヴィンチやミケランジェロよりも、ベルナルディーノ・ルイーニ（Bernardino	
Luini	1481/1482－1532）やベノッツォ・ゴッツォリ（Benozzo	Gozzoli	1420－1498）を称賛し、
そこへ日本画と共通する美を見出している点が特徴的である。
　麦僊はプリミティブなもの、徹底的な写実よりも、調和的な美、理想化、温雅な美を重視し
ていた。そのことはジョットやマンテーニャに対する感想から窺うことが出来る。ジョットに
対しては、画格の大きさを認めながらも、「ヂヨツトのスミグマの深い表情は決していゝもので
はない又人物のキモノの配色なども個々別々で統一がない渾然とした空気は迫つて来ないのだ」
（葉書一八　 2月 5日）と顔の表現における暗さ、着物の配色の不統一を嘆いている。ジョット
はプリミティブな作品を称賛する近代の人々によって、日本で称賛されすぎていると感じてい
た。また、マンテーニャに対しては、エレミターニ教会で見たフレスコについて、ジョットと
は反対に細かく写実に徹した恐ろしい程のものと位置付けながら、「これは最も恐ろしい個性を
持つた人でなくては出来ない仕事」（葉書一四　 1月30日）だと綴っている。
　「画はこうした態度に写実の真に徹するか、又はギリシヤ彫刻の様に美の極みに迠徹するか」
（葉書一八）どちらかであると述べた麦僊は、ジョットの「簡ケツ（ママ）」、プリミティブな表
現や、マンテーニャの写実よりも、「ルイニの温雅、ギリシヤ彫刻の美」（葉書一八）「ギリシア
のレリーフの美しい線或は美しいポンペの壁画」（葉書一四）が自分に与えるものが多いと考え
ていた。
　ルイーニやギリシア彫刻、ポンペイの壁画に見出したものは何であったのか。麦僊は、自身
の制作について以下のように語っている。
自分は美しい色と線、それから愛に満ちた自分の空想を女を借りて表現して見たいと思ふ、
写実家といふよりもロマンチツクに花でも子供でも女でも只それは自分の空想、即ち色形
線を表はす対象だと思へばいゝ、それを極端に迠押進めて唯（ママ）れも出来ない処迠進
めればそれでいゝ（葉書一八）
日本で流行している「平凡な写実主義」を気にしたのは誤りで、「もつと空想を進めて美しいも
のを描きたい」と制作に対する意思を固めた。「空想の美」を表現する方法として、ギリシア彫
刻の美しい線、ポンペイの壁画のデッサンの正確さと色彩の美しさに注目していた。
　麦僊はルーヴル美術館でも、最も「我々に」面白いものは、ポンペイの壁画やルイーニの壁
画であると述べている。ルイーニの壁画について、「何といつてかわからない程色の美しいもの
だ、それが決して油絵の味ではない、日本画の感じだ、日本絵具でないと出ない感じだ」（封書
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六　 1月 8日）と、その色彩に日本画の雰囲気を感じとった。ここで述べられているルイーニ
の壁画について、柏木加代子氏の研究1）によってフレスコ画10枚が展示されていたことが明らか
になっている。麦僊は、ルーブル美術館で実見したルイーニの作品をはじめ、フレスコ画の味、
技巧に日本画との共通項を見出した。朱や群青、金といった色彩の美しさ、模様の形の美しさ
が重要であった。「デルサルトのフレスコ（二面）」に「全然日本画の色だ、殊に土坡などは土
佐画と同じ感じがする」（葉書一五　 1月31日）と日本画の色彩を見出した。ルイーニに対して
も、「日本の土佐絵の古い感じ」（封書一九　 2月 7 － 8日）と述べ、油絵のマチエールが持って
いる凹凸感、光沢感のないフレスコ画に、日本の伝統的な絵画様式を感じていたことが窺える。
　しかしながら、ルイーニに惹かれた理由は、日本画との共通項だけではなく、その優美さが
麦僊の求めていた空想の美と一致したためであったと思われる。ルイーニは主流の画家ではな
く、麦僊は、「兎に角自分がこのルイニに対して全部心酔する事が如何なる批評家から何といは
れても自分は決して恥としない」（葉書一九　 2月 7 － 8日）、「日本でルイニを矢かましくそれ
程にいはないのは写真学問なのと只学者のヒヒヨウしか知らないからだ」（葉書一九）と述べ
た。構図の美しさ、色の美しさ、人物の形の美しさ、といった写真では読み取ることの出来な
い作品の美しさに魅了されたようである2）。
　ブレラ画堂を訪問したときには、「ホントの美と愛とにつゝまれた気がした」（葉書一九）と
ルイーニの優美さ、愛を称賛しきっている。優美な美しい形、うすいけれども深い、渋いけれ
ども美しい色彩、近代的で自由な構図を讃え、人間の体の柔らかい色に感嘆している。「ロク
青」「朱」「タイシヤと朱と胡粉をまぜた様な色」と、色彩を日本絵具の名称で捉えており、全
てが胡粉の混じった柔らかい包まれるような色彩だと述べていることも興味深い。
　さらに、麦僊はルイーニを「自分の神」であると述べた。「この色だ、この形ちだ、この優美
だ、この愛だ、全く慈母の様な愛だ、何の嫌味もない何の哲学もない何の理屈もない、只美し
い芸術、只美しい空気がある」（葉書一九）と絶賛し、自分にはルイーニとギリシャ彫刻だ、と
述べた。はじめに述べた「精神」や「生命力」とは、ここで麦僊が見出したものと近いと考え
られる。麦僊は、ルイーニに宗教画らしさではなく、「極めて自然な描き振り」によって表現さ
れた「平凡な人間生活」を見出した。「キリストは女の様な優美な顔をして居る、マリアは普通
の美しい母親だ、山や野は自然のまゝだ」と述べ、それらが美と愛を示す「コーコツとした世
界」に自分がいると綴った。
　そのほか、麦僊がイタリアで日本画との共通性を見出した作品に言及しておく。
 1）	 柏木加代子「土田麦僊　画像の背後のフランス―麦僊生誕120年を迎えて―」（『象』第28号、2008年）
29－35頁を参照。
 2）	 葉書一八（ 2月 5日）では、「実物を見ずにヂヨツトを騒ぐのは実に骨（ママ）稽な気がする、写真を見
ると少しもこうした感じが出て居ないのだ、矢張り写真ではいゝとは思はない、顔などもいやな顔だと思
ふ、それが実物ではあの美しさだ、構図の美しさ、色の美しさ、それに人物の形ちも美しい、凡てに於て
この画は代表されるべきものだ、」と述べた。
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　ゴッツォリについては、ピサで見たものに感心し、日本ではそれほど取り上げられないとし
ながら、「愛のある事、及自然派画家なる事に於て又スケールの大に於て第一流に屈すべきもの
だ」（葉書一六　 2月 1日）と述べている。リッカルディ宮殿にある、《三博士の礼拝》に対し
て、「この作家独特の脊（ママ）景の美しさはたまらない只脊（ママ）景の草花や或は山水、鳥
などの美しい事には驚かされる、殊に山楽そのまゝの手法と見方とによつた鳥が沢山描かれて
居た」（葉書一六）とゴッツォリの背景と山楽の花鳥に共通項を見出している。これは、細部ま
で形を捉えるという点においては写実的に描きながらも、大胆な陰影は施さず、最終的には装
飾的な雰囲気をもっている、という特徴によってであろう。このようなゴッツォリの作風は、
自身にも得るところが大きいと感じたようだ。このようにして、イタリアにおいて、麦僊が求
める「空想の美」を「写実」と「装飾」との融合とする基盤が培われたといえる。
　ウフィツィ美術館で見たボッティチェリの《春》については、「近よつて見ると光りのあたつ
た処には大胆に金を以つて描いたり部分々々は日本画と同様線で描いてあるのだ」（葉書一四　
1月30日）と述べ、技巧の素晴らしさを称賛している。ジョットの油絵の大作に対しても、「醍
醐の五大力を見る様な表現法で金色サン然たる美しいものだ、表現法模様などは日本の仏画と
全く同様だ」と称賛し、ベリーニについて、「日本の藤原時代の仏画と全く同様の表現法をうれ
しく見た」と綴っている。これらの書簡からも読み取れるように、麦僊はイタリア美術に対し
て日本の古画と共通する表現を見出そうとしていたのであろう。
2 ．ヨーロッパで見た日本美術
　イタリア旅行は、麦僊に「これ迠の油絵は以太利を見たらサツパリいやになつた」（封書九）
という程の衝撃を与えた。また、二章で詳しく述べる、フランス近代美術のコレクションを経
て、麦僊の日本美術に対する眼は変化していった。 4月24日、グランパレーで開かれた日仏交
換美術の展覧会を見学した麦僊は、出品の日本画についてかなり酷評している。特に堂本印象
の出品作を「実にいやなものでゾツトする、あの顔などは透明なものを見る様だ」（封書二三　
4月26日）と批判し、日本人の作品は人物の顔や樹木の幹が透き通っていると嘆いた。「西洋の
絵画にはすき通っているようなことはどんな絵にだってない」と述べ、特にフレスコなどは、
「日本画と同じ様な仕上げて居てドツシリした円味と肉とがある」（封書二三　 4月26日）とし
た。「透き通っている」という批判は、フレスコ画や油彩画の不透明感と比較した批判であると
思われる。
　また、絹に描いた絵は一層透けて見えてよくない、絹地を用いるのであれば「うんと厚く胡
粉をひくか金をぬるか裏打ちをしなくては駄目だ」（封書二三）と述べ、紙のものが一番落着き
があっていいと称賛した。渡欧後の麦僊は、胡粉を用いて白い画面を追求していった。《舞妓林
泉図》や《大原女》における、厚い画面や胡粉の使用には、透けた画面を防ぎ、フレスコ画の
ようなマチエールを作るという意識があったと考えられる。
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　さらに、岸田劉生《麗子》について、制作態度、色彩、デッサンがよくないとして、批判的
な意見を綴った。特に、色彩をベラスケス（Diego	Velázquez	1599－1660）、ゴヤ（Francisco	
de	Goya	y	Lucientes	1746－1828 ）、デューラー（Albrecht	Drer	1471－1528 ）、ルノアール
（Pierre－Auguste	Renoir	1841－1919）などと比較し、「岸田の画が絵具一つつかへてない」（封
書二三）と非難した。《麗子》において、背景の色彩は古びた洋服の様であり、顔は死んだ様な
色だと述べ、「少しのさへもない」「いやな色」（封書二三）だと強調する。劉生に対して、ゴヤ
の色彩は「青味を持つた何ともいへな（ママ）サヘたスミ切つた深味のある墨」（封書二三）で
あると述べ、劉生と劉生を日本の誇りであると評価する日本の動向を批判した。
　留意すべき点は、欧州遊学前は岸田劉生が「好きな方」（封書二三）であった麦僊が、ヨーロ
ッパで劉生の作品を見たとき、初めてはっきりと酷いと感じた、と述べていることである。当
時の日本において、西洋美術は、美術雑誌や画集の図版を通してまず理解され、作品を実見す
る機会はほぼなかった。欧州で作品を実見することによって、麦僊はフレスコ画やポンペイの
壁画の鮮やかな色彩に魅了された。そしてそれが、日本画や日本の洋画に欠けているものだと
認識したのである。岸田のみではなく、「日本人は殆ど色がないといつていゝと思ふ」と批判的
に述べている。
　このとき、日本人の絵画に失望した麦僊は、ベルネーム=ジュヌ画廊を訪問し、ルノアール
がポンペイの壁画に感化されて描いたという絵を見ている。「どんなスミ〴〵迠も美しい、顔な
どもポツト赤味を持つてあんないやなすき通る様な顔はして居ない、手のさきの影迠黄味の様
な紫の様な美しい色がある、矢張いゝ色はあるものだと思つた」（封書二三）という記述から
は、指先の影まで美しい色彩で描かれていることに着目し、日本画や日本の洋画と異なる色が
あることを改めて実感したことが読み取れる。これまでの書簡から明らかなように、麦僊の西
洋美術に対する重要な観点の一つに色彩があった。鮮やかな色彩によって細部まで美しく描く
という意識は、帰国後の《舞妓林泉図》に読み取ることができる。
　さらに麦僊は、日本に帰国後の作品について、貝絵具でフレスコの様に力のあるものを描か
なければならないと決意している。「もっと手厚い感じのいいものだと思つていたのが、日本画
は凡て前にも書いた通りものがすけて見える、少しの確実性がない事だ、部分迠何の力も入つ
て居ない事だ」と、日本画は透けて見えて手厚さや確実性がないと批判した。「総合的」な絵で
もよい、もう一度母と子供を描いてみたいと思っていると述べながら、「其隣には椿でも梨でも
グツト力づよく凡て壁の様に仕上げて見様」と樹木をフレスコの様に力強く描きたいと綴った。
そのため、顔も、胡粉を美しく塗るだけではなく、衣服も其通りデリケートにクマをするので
もなく、「フレスコの様にグン〴〵力づよく描かう」、「厚つい重味の画を描かなくてはならぬ」
と決意した。
　このような、麦僊がフレスコ画やポンペイの壁画、ギリシア彫刻に対して持っていた、鮮や
かな色彩とデッサンの正確さ、線の美しさ、マチエールの厚みや不透明感への意識は、コレク
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ションにも表れているのだろうか。そこで次章では、欧州で麦僊が行ったコレクションについ
て考察したい。
二、フランス近代美術のコレクション
1 ．コレクション購入の過程とその意図
　一章では、イタリア旅行を経て、自身の方向性を「空想の美」に決定づける過程を明らかに
し、欧州遊学で得たものについて検討した。そこで本章では、パリで購入したフランス近代絵
画のコレクションを中心に考察をすすめる。麦僊の欧州遊学は、瀬木慎一氏によると、ヨーロ
ッパの近代絵画を単に見るばかりでなく、自分で買おうと努めたという点で他の画家とは異な
っている。「画家のコレクションとしては空前絶後といえるのではなかろうか」という程、充実
したコレクションを築いた3）。このコレクションについて、先行研究4）において、何を買ったの
か、という点は明らかにされているが、そのコレクションの意図については検討されていない。
ここでは作品を購入した作家に対する麦僊のコメントを整理し、コレクション購入の意図を探
るとともに、欲しいと思っていたが購入することのできなかったものにも着目して考察をすす
めたい。
　まず、麦僊のコレクションの意図を端的に示すと、「第一流のものと代表的なもの、自分の好
きな作家のものを皆集めて帰りたい」ということである。また、「19世紀から20世紀にかけての
比較的の新人で非常に明るい画」を中心としていた。
　主要な購入品は、ルノワール《婦人像》12,000フラン、クールベ（Gustave	Courbet	1819－
1877）《男のパイプを咥えた肖像画》40,000フラン（ルノワール《水浴の女》と交換）、ヴァン
ゴッホ（Vincent	van	Gogh	1853－1890）の静物画1,1000フラン、シャバンヌ（Pierre	Puvis	de	
Chavannes	1824－1898）の素描1,400フラン、ドミエー（Honoré	Daumier	1808－1879）の素描
1,500フラン、ルドン（Odilon	Redon	1840－1916）《若き仏陀》10,000フラン、アンリ・ルソー
（Henri	Rousseau	1844－1910）《風景》14,000フラン、《風景》金額不明、セザンヌ（Paul	Cézanne	
1839－1906）《水浴の画》33,500フランである。
　これらのコレクションのうち、麦僊が代表的な作品を買えたとして評価していたのは、ルド
ン、クールベ、ゴッホ、アンリ・ルソー、セザンヌの作品である。本章では、コレクションの
うち、購入したかったが出来なかった作品にも着目するが、作家別でみると、購入したいと言
及した作家の作品はほぼ入手している。そのため、購入した作品も含めて、麦僊の作家、作品
 3）	 瀬木慎一「土田麦僊のコレクション」（『書かれざる美術史』、1990年）232－245頁を参照。
 4）	 前掲註 3、横山秀樹「大原孫三郎と土田麦僊の西洋絵画コレクション」『大原美術館展　モネ、ルノワー
ルから20世紀美術まで』（新潟県立万代島美術館、2004年） 6 － 9頁、「土田麦僊」『西洋美術に魅せられた
15人のコレクターたち』（石橋財団ブリヂストン美術館、1997年）33－35頁を参考。
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に対する意見・感想を整理することで、麦僊のフランス近代絵画観、もしくは芸術観を明らか
にすることを主要な目的とする。
　まず、クールベの作品は、12月 6日、パリの画廊で購入しており、画集に掲載された作品で
あり博物館にも同じようなものがあるとして、「これは彼レの傑作の一つともいふべきもので実
に何ともいへないいゝものだ黒い背景の中に赤い黄い何ともいへないいゝ顔がのぞいて居るの
だ」（封書三　12月 6日）と称賛している。このコメントにみられるような色彩への言及がコレ
クションの過程で目立っている。麦僊のコレクションは、主にフランス近代絵画の明るい色彩
の絵を中心としており、クールベの作品について、暗い絵を加えることは少し変だと思うとも
述べた。この作品には偽物かもしれないという指摘もあり、最終的にはルノワールと交換して
している。
　次に、ゴッホについて、麦僊は蒐集の初期から自分の欲しいものであると述べている。《タン
ギー爺さん》のようなものがあれば購入したく、晩年のものが購入したいが高くて手に入らな
かった。しかし、詳細は不明であるが、ゴッホの作品を購入することができ、 2月18日の書簡
で、「実に素晴らしいもので全く夢の様だ、どうしてこんな安い画でしかもどこにも見られない
画が手に入ったかと思ふ位ゐだ」（封書一○　 2月18日）と絶賛した。晩年の作品ではないた
め、色なども少し暗く、松方幸次郎の購入したものには劣るが、これだけのものは画廊にはな
いし、美術館も《タンギー爺さん》のあるロダン美術館以外にはどこにもないという。「この画
は兎も角日本美術界の大問題となる事疑ひない」とまで述べた。
　さらに、売ることを断られた画もあった。「魚の画」については、「この魚の画は自分の持つ
て居るニシンと同じもので少し小さい、しかし自分のものよりはあとの出来で色がよく又熱も
あつて少しいゝと思つた」（封書三九　 8月 3日）が、一枚も売ることは出来ない、と断られ
た。ここでも「色がよく」というように、色彩への言及がみられる。また、「有名な初期オラン
ダ時代の画」も見せてもらっているが、買うことが出来なかった。「度々写真で知つて居るしか
もいゝ画だが唯（ママ）れか買つたらいゝ画だのに惜しいものだ」（封書四一　 8月12日）と述
べている。
　そして、麦僊が、特にコレクションにこだわった画家が、アンリ・ルソーとセザンヌである。
アンリ・ルソーはパリの画廊で扱っている作品の数が少ないこと、セザンヌはその価格が高い
ことから、なかなか購入することが出来なかった。
　アンリ・ルソーについては、ほとんど誰も見る事が出来なかったとしながら、 2月22日画屋
で 7、 8枚のコレクションを見る事が出来た（封書一一　 2月22日）。このコレクションには大
作や、よく書物で見たものもあったようで、麦僊の欲しいと思った作品は65,000フランや20,000
フランであったといい、購入しなかった。
　アンリ・ルソーの風景画を購入したのは 3月 5日、アンリ・ルソーの友人であったという人
物の家でのことである。この人物は、画家であり男爵でもあるというロシア人で、家には麦僊
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が画集で見ていたアンリ・ルソーの自画像や家族の絵が飾ってあった。この人物は、アンリ・
ルソーの作品はほとんどロシア人とアメリカ人に買われて、パリには真作は100枚とないと述べ
たそうである。欧州遊学中、熱心に画廊を巡っていた麦僊でも、アンリ・ルソーのものは、美
術館でも画廊でも見られないもので、一枚あっても見に行かねばならないほど貴重なものであ
った。
　麦僊が購入した作品は、「初夏の野に牛が二匹居て子供が居る画」（〔図 1〕）と、「飛行船の飛
んで居る処」（〔図 2〕）で、家の書斎かどこかにある「青いウスイこの手紙の様な色の書物にル
ツソーの本」に写真が載っているものであった。前述の作品に対しては「実に静かな緑と黒と
それにしぶい群青から出来て純真な清らかな感じのものである」（封書一四　 3月 5日）とし
て、色彩の渋さ、静かで清らかさを感じさせる作品世界を称賛している。アンリ・ルソーに対
しても、麦僊の着眼点は色彩にあったことが窺える。アンリ・ルソーの色調に、純真さや清浄
さを感じ取っており、ルイーニに対して感じ取ったものと共通した感覚を感じさせる。さらに、
日本にアンリ・ルソーは自分の画一枚しかないと述べ、ゴッホの購入時と同様に、コレクショ
ンの意義を強調した。
　二枚の風景画を購入した後も、人物画を手に入れたいとして、アンリ・ルソーの作品を探し
ている。「少女の図」を所有していた人物は三枚アンリ・ルソーを持っており、麦僊はこの少女
の画が「どこにもない程傑れたものなので何とかして買つてやろうと思つて度々出掛けた」が、
どうしても売らなかったようだ（封書一七　 3月23日）。「大して大きな画ではないが実にアン
ゼリコの画を見る様に落付いたもの」であったらしく、「こんなものを持つてかえつたらみなル
ツソオを真に驚嘆するだろう」とまで述べていたが、購入には至らなかった。アンリ・ルソー
については、他にも所蔵者が売らなかったようで、人物画があればもう一枚欲しいと述べなが
ら、「ルツソオはみな売らないから駄目かも知れない」（封書二一　 4月 5日）と述べている。
　加えて、「ビイシエールのビヨールドといふフランス画家」の家で、 7点もの作品を見た（封
書三九　 8月 3日）。「過去と現在といふルツソオ夫婦の肖像」、「男と女の頭をかいたもの」で
「黒田君のセザンヌ以後にのつて居るもの」、「南洋の果物林の中に猿の居る画」、「南洋の草むら
の中に人が虎にくはれて居る画」、傑作の一つである「馬車に四五人の人がのつて居る画」、「ル
ツソオ画集にある家族が立つて居ると前の草ワらに子供が足をなげ出して居る画」、「川岸の画」
である。これらのうち、「空は濃い群青で鼠色の雲がういて居る、小さな並木が立ち並んで居る
向ふには赤い家が一列に見へる宗教画の様な画だ」（封書三九）という「川岸の画」について、
一万五千フランまでで購入出来ないか交渉したが、三万フランの代物なので駄目だろうとして
いる。夫婦の肖像、家族の肖像のなかで、どれでも一枚売つてくれと頼んだが、手に入れるこ
とができなかった。
　また、封書四一（ 8月12日）では、マイヨールという町のフランス人画家の家で、アンリ・
ルソーの画を見せてもらっている。「ルツソオ及夫人の肖像画」は、2枚で30,000フランで、「ル
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ツソオといふ人は大変に色のよかつた人といふ事を感じた」と、ここでも色彩を称賛した。
　アンリ・ルソーの購入によって、麦僊は自分の好きな作家であるルノアールについても、こ
れらに匹敵する出来の作品を購入したいと考えるようになった。また、セザンヌについても、
購入したいが価格が高く手が付けられないと述べた。12月 6日には、青い果物と黄色い果物を
描いた七寸四方位のもの（25,000フラン）、晩年の大作四枚、果物を描いた小品を、 2月22日に
は 6枚の作品を見たことを記録している。セザンヌは古人よりも高いので手が出ないと述べな
がら、他に一枚もなければ買うかもしれないと綴った。麦僊はセザンヌに対して、「セザンヌは
感情的であり、意志的であり、色彩家であり、技巧家であるし思想家である、実にどの方面か
ら見ても芸術の極致に達した画家である」と述べて、どうしても一枚欲しいと熱望していた。
コレクションの初期から、いくつかの画廊で作品を見て、いずれも称賛している。結局、セザ
ンヌが買えればコレクションは充分揃うとして、ベルネーム=ジュヌ画廊で《水浴の画》を購
入した。
　《水浴の画》（〔図 3〕）は、麦僊が欲しくて堪らなかったものであった。ベルネーム=ジュヌ
画廊で、36,000フランで売りに出ていた。 3月14日の書簡では、自分の欲しくて堪らないセザ
ンヌの絵があるが、あまりに高いので手が出ないと述べている。しかし、 3月25日その作品を
購入した。その理由について、以下のように綴っている。
どれだけさがしても三万フラン見当のものは他に一枚もないのだからこの画を買ふ決心を
した、身を切るように思つたがしかし自分の手元にクールベー、バンゴーグ、ルノアール、
ルツソオ、ルドンと自分のすきな作家全部揃へる事が出来たのに只一のセザンヌのない事
はどれだけ考へても残念だ、それにどうせ自分のこの画を買つたといふ事は問題となるに
違いない、其時自分の撰択がやはり自分の芸術観照を語るものだからこれだけ持つて居る
中にセザンヌがないといふ事は他の人は金がなかつたからとは見てくれない、…（略）…
自分の欲しいといふ慾望の方が強いがしかしまたあまりにセザンヌのこの偉大の作品を一
枚も手に入れ得なかつたといふ事は残念だ、
　この書簡から読み取れるのは、麦僊が、これまでのコレクションをふまえて、麦僊の芸術に
対する美の直観を物語るうえで、セザンヌが欠かせないものだと考えていたことである。麦僊
にとってセザンヌがいかに重要な画家であったかのがわかる。麦僊がセザンヌのどこに惹かれ
ていたのか、《水浴の画》に対するコメントにおいてもやはり色彩が重要であったことが窺え
る。「其ミドリの色などは全くセンシンの極みを極めたものだ人間の色だ少しくコバルト色を以
つて描いて宝玉の様に輝いて居る」（封書一六　 3月14日）と綴った。麦僊は 3月23日に、展覧
会で見たセザンヌの静物についても、宝玉のように光っていると述べている。ローザンベール
の店にある、林檎と布やパン等を描いた静物画に対しては、「とてもそれはもり上がつてつみ上
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げて色が山の様になつてそしてサン然として輝いて居る」「実物が浮き上つて居る」（封書二三　
4月26日）と評価している。《水浴》については、セザンヌを知っている人には十分にセザンヌ
を知ることができるものだと述べた。
　セザンヌの購入によって、麦僊のコレクションに一つの区切りが付いたと考えられる。セザ
ンヌの購入時コレクションを振り返り、「クールベー（◎）、セザンヌ（○）、バンゴーグ（○）、
ルノアール（○）、ルドン（◎）、ルツソオ（◎）」（封書一八　 3月25日）と評価している。「◎
印は代表作だし、○印は充分に其人の特色の出て居る程度のものだ」とした麦僊は、オットマ
ン（Henry	Louis	Ottmann	1877－1927）のような「我々の見向きもしない」画家の展覧会を行
い、入場料を取っているとして、日本に対して批判的に意見した。そのうえで、「自分の賞めち
ぎつてもいゝ人の作品をこれだけ集めた事は全く堪らない嬉しさだ」「僅かな金でこれだけの天
才の作品を蒐める事は全く非常の熱心でなくては出来ない事だ、とても頼まれては出来ない苦
心だ」（封書一八）と自画自賛した。麦僊は「自分の買つたものは日本では珍しいものばかり
だ」（封書一四）とも述べており、自身のコレクションの独自性、意義を高く評価し、これらを
持ち帰ることで、日本の芸術界に対して貢献できる、という気持ちがあったことが読み取れる。
　一方で、「自分が眺めて楽しめるもの」「自分の画の参考になるもの」を買いたいという考え
方ももっていた（封書六二　 1月28日）。そのためか、帰国前になって、クールベをルノワール
の裸婦と交換した。背景にはクールベが偽物であるかもしれないという疑惑もあったと考えら
れるが、麦僊はルノワールがとりわけ好きな画家であった。「実に美しい画家だ、日本の様にい
やに厳粛な画がはやつて居る処ではそれ程とも思はないかも知れないが自分は実に好きだ」（封
書六二）「自分に取つては何よりも大切な神様だ」（封書六三　 1月29日）と述べている。
2 ．購入できなかったもの、しなかったもの
　麦僊は、フランス近代絵画だけではなく、同時代に生きていたピカソ（Pablo	Picasso	1881－
1973）に対しても高く評価している。
仏蘭西の現在の人は第二流だとかいつてピカソなどは一言もいつてないが自分はこの頃益々
ピカソの偉い事を知つた、そして先日は殆どピカソを見直して見た、画をかきつゝこうし
たいゝ画を見直して見たら又考へ直してみたりしなければ全然頭に入つたとはいへない、
	 （封書三九 8月 3日）
封書三九では、青山義雄と、日本に長く居たというフランス人、アンリ・ルソーを所有してい
るフランスの画家を紹介してくれたロシアの画家ラリヨノフ（ミハイル・ラリオノフ　Mikhail	
Larionov）、ロシアの写真屋と共に 5人でアンリ・ルソーを見に行ったと述べている。その際、
フランス人にドラン（André	Derain	1880－1954）、ピカソと会わせてくれるように頼んでいる。
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「自分はピカソが今後フランスでは一番よくなると思ふ、マチスよりもずつといゝピカソに画を
批評して貰ひたいとさへ思ふ位ゐだ」（封書三九）と述べた麦僊は、ピカソの作品も一枚欲しい
と考えていたようだが、高くて手が出なかった。「今の処自分の現代フランスに於いて好きなの
は画家のピカソと彫刻家マイヨールだけだ」（封書四一　 8月12日）と綴り、彫刻家マイヨール
（Aristide	Maillol	1861－1944）の作品を一つ欲しいと述べ、実際に購入している。
　最後に、購入を望んでいたができなかった作品について取り上げる。高額で買えなかったも
のが、ルノワールの約一万円の傑作、ゴッホ（特に晩年の作品）やセザンヌの作品である。ド
ーミエーについては、ほとんど見つからないと述べている。「こちらでは宝石あつかいだ、作品
が少ないのと又素晴らしいので丁度日本の写楽の様に珍重がる」（封書三　12月 6日）とその貴
重さを綴った。反対に、ルノワールは作品数も多く、いいものもいくらもあったようだが高額
であった。また、ドラクロア（Eugène	Delacroix	1798－1863）については、「自分は一枚のドラ
クロアのいゝものを買ふよりも最も黒〔玄〕人向きの画家比（ママ）肉な作家」（封書二　12月
2日）のものを揃えたい、「如何によくてもドラクロア一枚は食ひ足りない」（封書二）と述べ
た。ロートレック（Henri	de	Toulouse－Lautrec	1864－1901）の「中央に例の女が赤いキモノ
を美て坐して居る後にも又二三人の女が居る」（封書三）画は、松方幸次郎が購入したものもよ
かったがそれ以上にいいと述べて、購入したいと綴った。シャバンヌについては、「女の寝たと
ころを描いたかなり大作」（30,000フラン）のものが、「壁画を見るよりもいゝと思う位ゐ静か
なもの」として気に入っているが、前述したロートレックを取りたいと述べている。「シャバン
ヌはそれ程好きにはなれない」とした（封書三）。ボナール（Pierre	Bonnard	1867－1947）につ
いては、「女と犬」（9,000フラン）のが良いと述べ、「これは驚いた、ボナールの中でも素敵な
出来だ」としながら、高すぎるとして購入しなかった（封書五　 1月 7日）。
　また、ゴーギャン（Paul	Gauguin	1848－1903）についても、「女の画」（170,000フラン）を見
ている。後向きに真っ黄色な体の女性が立っていると、その下の方に二人の女の半身像があり、
その向こうにしぶい群青の海がある絵画だといい、「全く名画だと思つた」と感嘆している。リ
ヨンの博物館で、いい作品を見て以来、沢山ゴーギャンを見たが、一枚もいいものを見なかっ
たといい、書簡や葉書での言及もなかったが、この作品はとても印象的なものだと述べた。17
万フランと高額であったので、「日本の富豪など買つたらいゝと思ふが惜しいものだ」と購入し
なかった（封書一一）。
　さらに、ゴッホの大作で女の画についても、「全部群青で描いたいゝ画」と述べたが、200,000
フランと高額であった（封書一一）。ルノアールの静物画（8,000フラン）については、ルノア
ールで一万フラン以下のものはほとんどないこと、晩年のよくなった頃のもので「輝くばかり
の色」のものであることから、購入をかなり迷っている（封書一一）。
　加えて、セザンヌの静物画、「桃の実三四個と皿と描いたもの」（55,000フラン）も「真に驚
嘆すべきものだ、恐らくこの画は充分にセザンヌを語るものといつていゝ、これ位ゐの価ひで
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これ程の画がない事は充分分つて居る」と述べているが、とても自分では駄目なので断念する
とした（封書一八）。ヨーロッパ到着後すぐに見つけた絵であったが、一万円近い金額のため断
念していた。しかし、だんだんセザンヌが欲しくなってきて、《水浴》を購入したと綴った。ま
た再びルノアールにも言及している。「大作でしかも写真などで見て居た裸体画の大作」で、「そ
れは全く宝玉の様に美しい、実に絶大なもの」であったようだ。さらに、「イチジクだのハタン
キヨだのを七つも八つも描いた」小さな静物画（12,000フラン）については、「実に自分の好き
だつたの　実に素敵だつた」と述べている（封書二一　 4 月 5 日）。コロー（Jean－Baptiste	
Camille	Corot	1796－1875）も好きな作家であったようだ。「コローの美しい作品を思ふと真に
優美な美術を思はせる」「小野君はキライだと言つて居たがコローの美しい珠の様な味は自分は
大好きだ」と述べたが、購入はしなかった（封書三七　 7月17日）。
　このように、購入できなかった、あるいはしなかった作品を見ると、コレクションにおける
関心は、印象派、後期印象派の画家、またそれに連なる画家たちにあったようである。とりわ
け、ルノワールやセザンヌのような「宝玉のような色」「輝く色彩」、アンリ・ルソーのような
「純真で清らかな色彩」を持つ作家を好んでおり、購入した作品との共通点として、鮮やかな色
彩があげられる。
　それでは、このような麦僊の色彩に対する意識は、欧州遊学時の作品にどのように表れてい
るのであろうか。
三、現地での作品制作―《ヴェトイユ風景》《巴里の女》を中心に
1 ．《ヴェトイユ風景》―「色彩」の試み
　本章では、麦僊が欧州遊学時に制作した作品の分析を通して、第一章で分析したイタリア旅
行、第二章で分析したコレクションが、作品制作にどのように活かされたのかを考察する。
　麦僊が本格的に制作を始めるのは、ヴェトイユに滞在を始めた頃（1922（大正11）年 4月）
である。《ヴェトイユ風景》と題した風景画の作品群は、大須賀潔氏によると、「イタリア古画
から自信を得た画面の単純化の問題を追求していた」ことが理解される。「色調の明快な明るさ
と面による対象の把握」が試みられた5）。テンペラ絵具とキャンバスを用いて制作を行い、丘の
上やホテルの窓から見た風景を描いた。絵具の扱いに苦戦したことから、剥落、ヒビが目立つ。
　〔図 6〕は、近景に樹木を描き、教会とヴェトイユの家並を見渡す構図で、同構図の作品（〔図
5〕）、同構図を用いて紙に水彩で描かれたスケッチ（〔図 4〕）も残っている。ヴェトイユの赤
屋根と白壁の家を繰り返し描き、色面が繰り返されるような印象を与える。スケッチでは屋根
が緑で塗られており、筆触のみで抽象的に表した樹木の緑とのバランスをとっていることが窺
 5）	 大須賀潔「土田麦僊―人と芸術―」『近代日本画の偉才　土田麦僊展』（京都市美術館、昭和59年）144
頁を参照。
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える。また、スケッチでは青、緑、朱の三色を主に用いて描き、それらの原色を残して描いて
いる。色を混ぜるのではなく、色の性質を残そうとしていた。一方、〔図 7〕は、目の前に道が
広がり、丘へと開けていく構図を取り、こちらも同構図の作品（〔図 8〕）が残っている。家の
窓や玄関、屋根を色の面のように描き、平面的な印象を強く与える。これらの作品では、青紫
色によって陰影が施されており、影の表現にも黒や暗色を用いていない。西洋絵具を用い、鮮
やかな色彩をもって描く試みが、これらの作品の制作意図としてあったことが窺える。明るい
色彩は、麦僊がルイーニに対して述べた、「胡粉が混じったような柔らかい包まれるような色」
を感じさせる。
　以下、書簡を基に、制作の過程を検討する。
　はじめは、日本画に取り入れるために便利なものがあるかを目的として、西洋の絵具や紙を
試験的に使用した（封書一九　 3月26日）。この試みによって日本画にいいものをもたらす自信
をもち、朝 7時半に起きて支度してから、夕方の 8時近くまで描きつめた。しかし、実際に描
いてみると、「こちらの画を沢山見て感心はしたけれども今自分が描いて見るとそれが少しの参
考にもなつて居ない様（ママ）気がする」（葉書二九　 4月16日、 4月17日消印）、「とてももの
にならない、全く自信がない」（葉書三○　 4月18日消印）と次第に自信を失っていった。絵具
はグアッシュを用いていたが、いい感じの色が出ず、重いしっかりしたものが出来ないため、
やはり日本絵具でないと駄目だと感じていた（葉書三一　 4月28日）。
　このように、風景画を制作し始めてからしばらくは画材との闘いが続いた。ヴェトイユに滞
在して 2ヶ月程過ぎた時点でも、「実に毎日いろ〳〵の事ばかりやつては失敗して居る」と綴っ
ている（封書二六　 5月13日）。
　麦僊の制作に光が差すのは、テンペラ絵具を用いることによってであった。「先日から描きか
けて居た窓からの画をいくら描いて居ても色が出ないのでフト別に持つて来たテンペラといふ
絵具を出して其上に描いて見た」「前の色よりもヅツトいゝ色であった」（葉書三七　 5月18日
消印）。以後テンペラで新たにやることを決意する。しかし、テンペラ絵具での制作にも問題が
起きる。戸外で写生し、ホテルに帰って見ると絵具にヒビが入っていた。そこで、キャンバス
を非常に細かい絹の様なものから粗いものに変更した。それによって、「幾ら厚く盛り上げても
決してヒビが入らない」ようになった（封書二八 5月23日）。この作品については、「未仕上げ
のまま展覧会に出品してもいいと思っている」という程の出来であったようだ。麦僊は、粗い
カンバスにテンペラで描く作品が上手くいったことで、今後の制作に自信をもった。帰国後の
作品についても、「カンバスに日本絵具で壁の様に（フレスコの様に）描いて見様と思ふ」（封
書二八　 5月23日）と決意し、この絵には自信がもてると述べた。さらに、「日本の唯（ママ）
れもがやらない画を描く自信がある、自分のみの道を発見した様な気がして居る」（封書二八）
とまで強調した。そして、「自分のみの道」として、「舞妓なども小さな画として描いて見たい、
それは丸でカベに描いた様に厚く素朴にしつかり描いて見様、それにはどうしてもカンバスの
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 5号58
様な粗い地でなくては駄目だ」と、キャンバスを用いる重要性を強調した。ここには、一章で
麦僊が日本画に対して批判したように、透けて見えることを防ぎたいという意図があったと思
われる。
　《ヴェトイユ風景》の制作において、麦僊には風景画と本制作における理想との間で葛藤があ
ったようである。風景画は、麦僊が帰国後の方向性として見出した、「荘（ママ）飾的でしかも
写実のテアツイ画」とは遠いものであり（封書二九　 5月24日）、麦僊の理想とする画は「もっ
と想像したもの」でなければならなかった（葉書三九　 5月26日）。イタリアで見出した「空想
の美」の方向性とは異なる、写生画の制作に対して、どうしてもこれまでの洋画家のスケッチ
程度以上には出ない、「今画いて居るものはどうしてもセザンヌ、ピサロ、ルノアールの上に出
るものではないのだ」と苦悩し、方向性を変更しようかとも葛藤している。
　しかし、麦僊には「風景画に対し、又こうした自然に対してまのあたり写生する手法をもう
少し手に入れたい」という目的があった。また、「もう少しで自分のある表現法を発見出来る気
がして居る」という自負もあった。一枚の制作では、もっと想像化した、装飾的なものを描き
たいが、「こうした徹底した美しい写実の画」も描いてみたかったのである。
　しかし、テンペラでの制作においても、絵具の剥落が問題となった。テンペラでの制作を始
めた約 2週間後には、「画はつく〴〵いやになる程うまく行かない、最初描きかけにはだんだん
よくなつて行くのを喜んでやつて居ると絵具に一面ひゞが入つて了ふのだ」（葉書四○　 5月29
日）と嘆いている。そこで、今度はボール紙を試そうと考えているとしながらも、それでは「只
写生の様な画しか出来ない」ため、「自分の望んで居る画は日本絵具でないと駄目だ」と、最終
的には日本絵具を用いて描くことを示している。さらに、絵具の剥落に対して、薄く絵具をつ
けるという解決策を見出したが、今度は絵具が変色してしまった（葉書四一　 5月30日）。緑の
色がどのようにしても黒くなってしまい、直しても黒くなってしまう。そのため、色を試験し、
天日にさらしてみたりした。
　この試みは約 1ヶ月間続き、 7月頃には、あまりヒビの入らない様な描き方を身に付けるよ
うになった。この時期の制作では、晴れの日に描く15号のカンバスの作品と、曇りの日に描く
8号の作品とを描いていた。 7月15日には曇りの画が完成し、「初めて八号が一枚仕上がつた訳
だ、しかしホンのスケツチの小品だから大したものでもない」（封書三七　 7月18日消印）と述
べている。しかし、この頃には、写生を繰り返し、絵具を描いた画の上に塗り消すことを繰り
返していると、「何ともいへない丁度日本画の下画に見る様な味」が出来て、それが気に入った
とも綴っている。剥落や変色もなくなり、研究の成果が形となってきたのである。
　麦僊は、この時期に、「今まで画いて居た画が只単に物質描写であつたのをもつと大づかみに
塗りなをして居る」と述べている。梅原龍三郎や安井曾太郎の近頃の絵が段々簡潔になってい
くのは道理だとし、フランスの現代の無名作家が「キユビヅムの影響を受けながらセザンヌ以
降の仕事」に進もうとしていること、それらの試みのなかにセザンヌやゴッホが居ること、を
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指摘しながら、それらの試みを一概に二流であるとすることはできない、自分も「この近代の
影響を受けたくないと思つて居つゝ矢張近代の画を面白いと思ふ」と述べている。「自分のもの
がいつ完成するとも知れない仕事をもつとよくしよう〳〵とする其努力が作品となる、これは
みな未完成のものなのだ、セザンヌは殆ど一枚でもいゝとして完成した画がなかつた」（封書三
四　 7月 7日消印）とした。そのうえで「このカンバスに具（ママ）絵具で描けば必（ママ）
度ほう富なゆたかな温かい画が出来ると思つて楽しみだ」（封書三八　 7月28日消印）と、自身
の方向性を示している。
2 ．《巴里の女》―「デッサン」の試み
　《ヴェトイユ風景》が、西洋の画材を用いた色彩の実験であるとすると、《巴里の女》（未完）
（〔図 9〕）は「デッサン」の試みであった。
　 9月30日頃ヴェトイユを引き上げた麦僊は、ポーランドの画家にヴェトイユで制作した風景
画を見せて、「あなたの仕事はフランスでは印象派以後みなやつた仕事で現在の画家は却つて十
九世紀のクールベーとか或はエジブト（ママ）の彫刻の様な力強いものを求めて居る」（封書四
五　10月10日）と批評された。 1節で述べたように、麦僊も印象派の画家の上に出ることはな
いと感じていた風景画の制作であったために、この批評には納得したようである。それでも一
度こうした自然描写をやることは決して悪くないと思うと述べた。そして、「日本では細かな写
生画が流行している時にこちらではもつと大づかみな強い写実を要求して居る、我々ももつと
根本からやつて見なければならぬ」と考え、ゲラン（Charles	Guerin	1875－1939）の研究所へ
通うことにした。ゲランの研究所では、エジプト彫刻や東洋風のものが念頭にあったといい、
ヴェトイユとは違い、キャンバスにドウサを引いて描いた（封書四八　11月18日）。この試みに
は、麻に描いているようで面白い結果が得られそうだと期待している。
　研究所にしばらく通ったあと、それ以降は画室で描くためのモデル探しに難航したようであ
るが、12月10日の書簡（封書五三）では、モデルもみつかり、画室での制作を始めたと報告し
ている。モデルの着物やバックを選び、デッサンにかかった。画題はオペラで見付けたもので
あったらしい。「二人の女を描こうと思つて居るので骨が折れる」と述べている（封書五六　12
月19日）。ここで改めて《巴里の女》を見ると、帽子を被り、腰掛ける二人の女性は、傘や扇子
を持ち、華やかな盛装である。スケッチ（〔図10〕）や素描（〔図11〕〔図12〕）を見ても、麦僊の
関心が座る女性にあったことは明らかであるが、《巴里の女》右側の女性は組んでいる左足の腰
の位置などややぎこちない。細部のスケッチでは洋服の襞とそこへ生まれる影、スカートから
覗く足を何度も描きなおしている。
　麦僊は、訪ねてきた石井柏亭に、ヴェトイユで描いた作品について、「弱くなっている」「も
っと線でもいれてはどうか」と言われたと述べ、「自分もこのベトイユの作はテンペラで描いた
もので自信がない、寧ろ今度やつてるデツサンの方に望みを持つて居る」（封書六一　 1月22
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日）と考えを綴った。麦僊にとってヴェトイユでの色彩の試みは失敗であった。鮮やかな色彩
を求めて行った実験が、絵具が弱くなるという結果を引き起こしてしまった。一方で、《巴里の
女》ではデッサンをやり直し、エジプト彫刻のような大づかみな力強い表現を得ようとした。
《巴里の女》の女性の顔は個性がなく、彫刻のようである。これは、エジプト彫刻などから得た
ものであるとともに、ルーヴル美術館でスケッチした男性頭部の模写（〔図14〕）、ポンペイの壁
画の模写（〔図13〕）などから連なる表現であることも窺える。
　書簡には《巴里の女》の下画が完成し、彩色を行って、ほとんど完成したという段階に至る
までが記述されている。線のみの段階では、「多少おもしろいものになると思つて居る、形ちな
ども正しく出来た」と風景画よりも自信をもっていたようである。特に力を注いだデッサンに
は満足していた様子が窺える。また、「おもしろい構図になりそうだ」（封書六八　 2月13日）
とも述べた。しかし、彩色を初めてからは、思うようにいかなかった。「いゝ処はあるが初めか
らこれだけの大じかけにするつもりでなかつた為に何となく落付きがない、何だか自分の仕事
はすべて駄目だつた」（封書七一　 2月23日）と述べ、落胆している。
　《巴里の女》の制作意図は、《ヴェトイユ風景》のような印象派の追随ではなく、現代の「大
づかみな強い写実」の要求に応えることにあり、そのためにデッサンをやり直すことであった
が、最終的には、《ヴェトイユ風景》と同様に、彩色、色彩の問題で躓いた。麦僊にとって、約
2年間の欧州遊学は、コレクションしか持って帰ることの出来る成果がなかった、という自己
評価であった。自身の制作した作品として自信を持って披露できるものは完成しなかった。む
しろ、麦僊にとって、欧州遊学は、芸術を見る眼に変化をもたらし、帰国後の制作を決定付け
るための経験となった。《巴里の女》の制作過程において、「美しい女の画甘い女の画に進んで
行かう、こうした甘い女の画を描く人は日本に居ないのだ」（封書六八）と決意しており、この
意識は一章で述べた「空想の美」と共通するといえるであろう。
おわりに
　本論文では、土田麦僊の欧州遊学について、書簡を基に、どこへ訪れ、どのような作家の、
どのような作品を見たのか、またそれに対してどのようなコメントを残していたのか、という
ことを改めて整理した。
　麦僊は、日本の洋画家たちの制作が、「印象派の模倣」であることに疑問を感じ、日本画はも
っと深い精神を表さなければならないと考えていた。イタリア旅行は、ルネサンス期の絵画、
特にフレスコ画が、朱や群青、金といった色彩の美しさ、装飾的な模様としての形の美しさ、
という点での日本画との共通項をもっていることを気付かせた。とりわけ、ルイーニの「胡粉
の混じった柔らかい包まれるような色彩」に、宗教画らしさではなく極めて自然な描きぶりに
よる平凡な人間生活を見出し、その恍惚とした優美と愛の世界に魅了された。これらの経験は
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麦僊に、正確なデッサンと、細部まで美しい色彩を用いた彩色、胡粉を用いた厚みのある画面
による「空想の美」の方向性を自覚させた。
　一方、パリでは滞在の初期からコレクションを購入し続けた。麦僊のコレクションは、印象
派、後期印象派に連なる画家たちを中心とし、浮世絵に影響を受けた画家や、色彩において革
新的な試みを行った画家たちの作品で構成されていた。このことからは、麦僊の意識が、しば
しばコレクションの作品に対して用いた表現である、「宝玉のような輝く色彩」にあったことが
窺える。とりわけ、アンリ・ルソー、セザンヌは、麦僊がコレクションに拘った画家である。
アンリ・ルソーの色彩には、純真さや清らかさを感じ取っており、宗教画の様な落ち着きを見
出していた。セザンヌは、自分の美の直観を物語る上で欠かせないものとみなしていた。「色彩
が山の様になって、盛り上がって、積み上がっている、そしてその色彩が燦然と輝いている」
という、ある静物画に対するコメントからは、麦僊がセザンヌの理知的な色彩配置を理解し、
その色彩の輝きに魅了されていたことが窺える。また同時に、麦僊は、自身のコレクションの
独自性、意義を高く評価し、これらを持ち帰ることで、日本の芸術界に貢献できる、と考えて
いた。
　欧州遊学を通じて、イタリアではルネサンス期の絵画を、パリでは近代以降の絵画を実見し、
麦僊はその色彩に魅了された。日本では、美術雑誌や画集に印刷された絵画を見ていたために
気付かなかった、絵具の輝きや細部の色彩、さらには、画面の不透明感、厚み、それらが日本
の美術、ひいては日本画に欠けているものだと考えた。そのため、欧州滞在時に制作した《ヴ
ェトイユ風景》をはじめとする風景画では、細部まで美しく明るい色彩を用いて描く試みを行
っている。対照的に、《巴里の女》では、デッサンをやり直し、人物を理想化し、均整のとれた
人体表現を試みた。
　これらの試みが、帰国後の《舞妓林泉図》や《大原女》に通じている。《舞妓林泉図》に散り
ばめられた細部まで鮮やかな色彩、とりわけ林泉に描きこまれた点描などは宝玉が輝いている
ようであり、《大原女》の素朴な不透明感、全てに胡粉が混じったような柔らかい色彩は、ルイ
ーニに見出した温雅な美の世界を感じさせる。また、《大原女》の樹木や野原の静かな緑、大原
女の衣服の渋い群青は、アンリ・ルソーに見出した純真さや清らかさを連想させるであろう。
人体の描写は、正確なデッサンに基づく繊細な線によって、色彩との調和が保たれている。麦
僊の欧州遊学における最大の成果は、色彩観、色彩表現において、多大な変化を与えられたと
いうことであると考えられる。
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〔図 1〕アンリ・ルソー《牧場》
1910年　ブリヂストン美術館蔵
〔図 2〕アンリ・ルソー《イヴリー河岸》
1907年頃　ブリヂストン美術館蔵
〔図 3〕ポール・セザンヌ《水浴》
大原美術館蔵
〔図 4〕《ヴェトイユ風景》
1922（大正11）年
〔図 5〕《ヴェトイユ風景》
1922（大正11）年
〔図 6〕《ヴェトイユ風景》
1922（大正11）年　個人蔵
〔図 7〕《ヴェトイユ風景》
1922（大正11）年　大原美術館蔵
〔図 8〕《ヴェトイユ風景》
1922（大正11）年
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〔図 9〕《巴里の女》
1924（大正13）年
〔図10〕西洋婦人　スケッチ
1922（大正11）年頃　新潟県立近代美術館蔵
〔図11〕巴里の女　素描　1921（大正10）年
新潟県立近代美術館・万代島美術館蔵
〔図12〕巴里の女　素描　
1922－23（大正11－12）年
新潟県立近代美術館・万代島美術館蔵
〔図13〕《プロキュロの妻（ポンペイの壁画）》
1922（大正11）年
〔図14〕《男性頭部》（模写）1922（大正11）年
新潟県立近代美術館・万代島美術館蔵

